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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
有明の丘研修　災害への備えコース
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害への備えコースは、防災計画の策定や住民啓発、防災教育、企業防災を担当する職員を対象に、平常時の災害予防対策を実施するために必要となる知識を学ぶコースです。

1日目は、災害予防対策の概要と事前計画としての地域防災計画について理解し、学校での防災教育の実施や企業の防災活動の促進についての知識を学び、これらを踏まえた演習により理解を深めます。

2日目は、行政のBCMや住民への防災啓発、地域の自主的な防災活動の促進、災害ボランティアへの対応について学習します。

なお、有明の丘研修の当日は、カリキュラムが変更になる場合がありますのでご了承ください。

それでは、各単元で学ぶ内容の中から基本的な知識をご紹介します。あらかじめ把握したうえで研修にご参加ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
単元１　「災害への備え」総論

この単元では、自助・共助・公助による減災や被害予測など減災対策の基本的な考え方を学びます。

この単元の学習目標は４つあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず一つ目の学習目標です。

学習目標１

災害予防の防災の中の位置づけ及び主な内容を説明できる。

この学習目標に関する「学習項目」は3つあります。

①災害対応の流れの中の災害予防の位置づけ

②東日本大震災後の防災対策全体の再構築と災害対策基本法改正

③災害予防における留意事項（住民啓発時に注意すべきことなど）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1つ目の学習項目の基本的知識です。

災害予防は、平常時に災害への備えとして行う活動である。

過去に災害が発生していれば、その反省・教訓を踏まえて備えの活動をするのが有効である。

◇図の出典：平成30年度　有明の丘研修　第１期　「「災害への備え」総論」丸谷講師資料　P10


[—]

—SHEIEE Q REAKREXEROBKAREROBRBE L KEARERERIE

P AEORBERLLICCLBTARTHD Eh D, AEROREETEHL
FOBEREVNSERS ([BK)) EEALT S,

c MRLTHEAMAKRDONLGNWZ EZHERT D,

« N—FXRREV T FRARZHEAEGDLET—RNICHET S,
- NEE. BB, HBZEHEAEHETHET D,

o« KERAWIZIE, EHRGEREDOEENEETH D,

« INbF, KENAKRERETREHERERZICHRE SN TS,

(EREZ)
FIENDZ KEMNRKREF, RIHBITFIBREZEFREZELELTTONEZILDET D,

— HEHAEOBARMEMEICEA. AO. F%%O)ﬂﬂw*i*“ﬁ‘:’éﬁi %&@Eﬂ:”éﬂ’*‘iz x% 0)21{2
EICEFETLEEEIZ, “‘Eb‘%ibf*iﬁé‘l_akat-fé

:EJI:\ :n&‘mﬂ'f‘ 13':E_A_A7b{§ ‘ﬁ":j J] L ®: =u e & 'nn‘ 5 U L.-_' [ -I-ml—-la)*t*$
- ) FRESS4ALEA IS LITREAIS b — —
G LT C NN o - o s

[SRESNTLD

HKENEELRE F-RO- EXEBE(—HBER)


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目の学習項目の基本的知識です。

災害の被害を完全に防ぐことは不可能であることから、災害時の被害をできるだけ少なくするという考え方（「減災」）を基本とする。

被災しても人命が失われないことを最重視する。

ハード対策とソフト対策を組み合わせて一体的に推進する。

公助と、自助、共助を組み合わせて推進する。

災害対応には、多様な主体との連携が重要である。

これらは、災害対策基本法では基本理念に明記されている。

◇図の出典：平成30年度　有明の丘研修　第１期　「「災害への備え」総論」丸谷講師資料　P19
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に二つ目の学習目標です。

学習目標２

災害予防における自助、共助、公助の意味と共助の重要性を説明できる。

この学習目標に関する「学習項目」は２つあります。

①自助、共助、公助の意味と、災害予防における意味

②防災における共助の重要性と災害予防で必要な対応
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1つ目の学習項目の基本的知識です。

公助には限界があり、自助、共助と適切に組み合わせて地域の防災力を高めることが求められる。

公助とは行政の防災対策である。

共助とは民間部門の相互の災害対応の助け合いである。

自助とは個人や組織自らの災害対応である。

◇図の出典：平成30年度　有明の丘研修　第１期　「「災害への備え」総論」丸谷講師資料　P21
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目の学習項目の基本的知識です。

特に発災直後は、行政自身の被災、アクセスの困難、要支援地域の広大さなどにより、公助が及ばないことがある。

そのため、共助及び自助による災害対応の必要性の理解を広げる必要がある。

特に、地域の共助を促進する対策が重要となる。

◇図の出典：平成30年度　有明の丘研修　第１期　「地域の自主的な防災活動」丸谷講師資料　P7
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に四つ目の学習目標です。

学習目標４

代表的な被害抑止対策を説明できる。

この学習目標に関する「学習項目」は２つあります。

①被害抑止対策の概括

②各災害への被害抑止対策
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1つ目の学習項目の基本的知識です。

災害発生前の対応で災害被害を抑制する被害抑止策は、地震・津波対策、風水害・土砂災害対策などのハード面、情報伝達のシステム面などで進められている。

◇図の出典：平成30年度　有明の丘研修　第１期
　「防災行政(①全体概要)」安邊講師資料　P21
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目の学習項目の基本的知識です。

地震への対策として、住宅、公共施設等の耐震化・不燃化、ライフライン・インフラの耐震化、ガスの自動遮断による出火防止、都市の土地利用等による延焼対策などが行われている。

津波への対策として、防潮堤、津波避難タワー、避難の情報伝達手段の整備などが行われている。津波に強い土地利用も推進されている。

水害対策として、堤防整備、河道掘削、ダムの整備と洪水調節、放水路の整備などが行われている。

土砂災害対策として、急傾斜地崩壊防止施設、砂防ダムの整備、危険地区の建築物の移転促進、治山対策、森林の国土保全機能の維持・発揮などが行われている。

◇図の出典：平成30年度　有明の丘研修　第１期　
　「防災行政(①全体概要)」安邊講師資料　P21、P22
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